
知っていますか？
イノベーション実現のための国際規格

会場 オンライン開催（Zoom）

令和三年度 次世代技術活用ビジネスイノベーション創出事業〈内閣府地方創生推進交付金事業〉主催 茨城県 お問合せ先は裏面に記載

「イノベーション・マネジメントシステム
に則した仕組み構築と実践手法」

※「ISO 56002 イノベーション・マネジメントシステム（IMS）」（2019年7月発行）

集合研修① 6月15日（火）13：30～ 16：30 

集合研修➁ 7月13日（火）13：30～ 15：30 

※

個別相談
7月6日（火）

〇 希望企業から1社程度選定
〇 午後の1時間程度を予定
〇 集合研修➁にて発表

定員
集合研修①➁：30名
個別相談：1社程度（選定あり）

申込み 裏面申し込み用紙に記載しお申込みください

日程・内容

松本毅 氏

一般社団法人Japan Innovation Network 常務理事
（兼）リンカーズ株式会社 顧問（Open Innovation Evangelist）
大阪大学大学院工学研究科 ビジネスエンジニアリング専攻 客員教授
大阪工業大学大学院工学研究科 客員教授

一般社団法人Japan Innovation Networkはイノベーション経営の普及、イノベーション
経営の実践、イノベーション・プラットフォームの構築を事業としている。2013年7月設立。

松本氏は、大阪ガスオープン･イノベーション室長、大阪大学大学院工学研究科 ビジネス
エンジニアリング専攻 特任教授、（株）ナインシグマ・アジアパシフィック ヴァイスプレジデントを歴
任。 2019年3月から、ナインシグマ・アジアパシフィック顧問。 2020年 11 月から、リンカーズ株
式会社 顧問（Open Innovation Evangelist）に就任。

【講師】

セミナーのご案内

※講師の同業者の方（ビジネス関連コンサルタントや教育研修会社等）は参加をご遠慮ください。

〇イノベーションを興すには
〇イノベーション・マネジメントシステム（IMS）の基本的考え方
〇イノベーション活動のプロセスは「試行錯誤」である
〇ISO イノベーション・マネジメントシステムの特徴
機会を特定し機会を活かし切り、イノベーションの成功確率を上げる
経営・ミドル・ジュニアの行動変容を起こすための国際規格

〇事例で重要項目（組織の状況、リーダーシップ、支援体制、活動、評価、改善）を学ぶ
〇まず何から始めるべきか重要性を理解する

〇 個別相談企業による発表
〇 イノベーション活動を評価し、改善につなげていく
〇 これまで学んだ内容を踏まえ、改めてIMSの全体像を考える



開催形式

視聴方法

○

○

会社名 団体名

住所

参加者①

役職 氏名

電話

電子メール

参加者②

役職 氏名

電話

電子メール

参加者③

役職 氏名

電話

電子メール

イノベーション・マネジメントシステムに則した仕組み構築と実践手法

申込書

茨城県産業技術イノベーションセンター 新ビジネス支援グループ 岩澤、関谷行き
電話 029(293)7495 電子メール business2@itic.pref.ibaraki.jp
ホームページ http://www.itic.pref.ibaraki.jp/business/index.html

以下にご記載の上
電子メール：business2@itic.pref.ibaraki.jp

または
Ｆ Ａ Ｘ：029-293-8029に送付してください。


